
対流式ストーブ
取扱説明書

写真等



■注意事項
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■各部名称
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■点火前の準備と確認

ストーブは、水平で安定の良い床の上

に設置してください。

傾斜した場所や振動の激しい場所で使

用すると、異常燃焼や対震自動消火装

置の誤作動の原因になります。

点火扉を開いて、燃焼筒つまみを持っ

て左右に２～３回動かして、しん案内

筒に正しくセットされているか確認して

下さい。

正しくセットされていないと、すすが出

て異常燃焼の原因になります。



■使用前の準備
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①給油口蓋をを取り外す

②給油する

③給油口蓋を閉める

④対震自動消火装置のセット

給油口の蓋を取ります。

給油ポンプで油量計を見ながら給油して

ください。

油量計が『満』をさしたら、給油をやめて

下さい。

給油口のふたを締めて下さい。

万が一灯油がこぼれた場合は、よく拭き

取ってください。

化粧板内の金具を下に押し下げて対震

自動消火装置をセットして下さい。

セットしないと使用できません。



■使用方法
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①しん調節つまみを右 (燃焼)に回す

②点火レバーを押し下げる

③燃焼筒のセットを確認する

・対震自動消火装置がセットされて　　い

るのを確認して下さい。セット　　しないと

つまみを回しても戻って　　しまいます。

・しん調節つまみを右へ回しきって、　しん

をいっぱいに上げて下さい。

・点火扉を開き、点火レバーをゆっく　り押

し下げて下さい。燃焼筒が傾き　点火しま

す。点火を確認したらゆっ　くり指を離して

ください。

※点火後も点火操作をそのまま続けて　

いると、点火ヒータが破損しますの　でお

やめ下さい。

燃焼筒のつまみを持って、左右に２～３回

動かして、しん案内筒に正しくセットされて

いるかを確かめてから点火扉を閉めて下

さい。

・電池点火のしかた

①乾電池をセットする
・乾電池 (単一形２個)をセットする

・電池ケースカバーが外れにくい場　　合

は電池ケースカバーの中央部を　　押しな

がら、下側を手前に引くと　　外れやすくな

ります。
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・ライターやマッチでの点火方法

（点火ヒータが使えないとき）

注　意

1. 対震セット金具が押し下げられて、セットしてあることを確認し、しん調節つ

まみを右（燃焼）方向に回しきって、しんをいっぱいに上げて下さい。

2. 点火扉を開き、点火レバーを押し下げて燃焼筒を傾け、ライターやマッチで

点火したら点火レバーからゆっくり指を離してください。

3. 燃焼筒のつまみを持って、左右に２～３回動かして、しん案内筒に正しく

セットされているかを確かめてから点火扉を閉めて下さい。

点火操作後は必ず燃焼筒のセット具合を確認して下さい。

● 燃焼筒のつまみを指で直接持ち上げると燃焼筒ずれをおこしやすく

なります。点火用ライターやマッチでの点火は、点火レバーを押し下

げておこなって下さい。

● マッチ点火の際は、マッチの燃えカスをしん付近や置台の上に置い

たり、器具内に落とさないで下さい。

火災や事故の原因になります。
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■炎の調節

炎の調節はしん調節つまみでおこないます。

● しん調節つまみを右（燃焼）方向にまわすと炎

が小さくなります。

● 点火後、次第に火力が強くなって、１５分くら

いたつと火力が安定します。

炎が勢いよく環状になり、明るい白光炎で燃

えるのが最良火力です。

注　意 燃焼中は時々炎を見て、正常に燃焼していることを確認して下さい。

炎の状態

しんの下げ過ぎ

火皿より炎が出ない

しんの上げ過ぎ

外炎筒の内壁に炎が当たる

正しい炎の状態

火の長さが１～３ｃｍ

炎の状態を見ながら 正しい炎の状態 に調節し、しんの下げ過ぎ や しん

の上げ過ぎ の状態にならないようにして下さい。
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■消火のしかた

1. しん調節つまみを左（消火）方向へ回す

● しん調節つまみを左（消火）方向にゆっくり止ま

るまで回して、しんを下げて消火して下さい。

（３～５分で消火します）

※対震セット金具を押し上げたり、ストーブを揺さぶったり、傾けたりして消火しない　で下さ

い。

※しん調節つまみは約１回転しか回りませんので、それ以上無理に回さないで下さい。

2.　消火の確認をする

● 必ず消火の確認をして下さい。

■対震自動消火装置が作動した場合は …

・しん調節つまみをまわして消火したときにくらべ、消火時の臭気が強くな　ります。

・変質灯油などで、しんの上部にタールなどが多く付着していると、対震自　動消火

装置が作動してもしんが完全に下がりきらないで消火しないことが　ありますので、

必ずしん調節つまみをまわして消火の確認をして下さい。

消火後再点灯するときは…

消火後すぐに再点火すると燃焼筒の温度が高くて、点火しなかったり、匂いがしま

す。また、点火ヒータのフィラメントが断線する場合があります。燃焼筒が冷えるま

で、６～７分くらい待ってから点火してください。
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■故障・異常の見分け方と処置方法

●次の表に基づいて、お確かめ下さい。

処置方法により処置しても良くならない時は、ジャストタイムにご連絡ください。

【℡ 088-883-3131】

使用後は出来る限り、灯油を抜き取ってご

返却して下さい。



■商品スペック
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種　類 しん式・自然対流形

点火方法 電池点火

使用燃料 灯油（JIS1号灯油）

燃料消費量
６．５９ＫＷ

（０．６４Ｌ／ｈ）

タンク容量 ７．０L

継続燃焼時間 約１１時間

暖房の目安
木　　　　造　１４畳

コンクリート　２２畳

外形寸法
高さ598㎜　幅460㎜　奥行460㎜

（置台を含む）

質　量 １１．４ｋｇ


